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  （百万円未満切捨て）

１．平成30年３月期の連結業績（平成29年４月１日～平成30年３月31日） 

（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

30年３月期 150,815 7.3 11,732 5.5 13,883 14.1 10,401 42.7 

29年３月期 140,594 △2.0 11,120 △20.4 12,163 △18.1 7,290 △20.7 
 
（注）包括利益 30年３月期 13,661 百万円 （172.9％）   29年３月期 5,006 百万円 （201.7％） 
 

 
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

自己資本 
当期純利益率 

総資産 
経常利益率 

売上高 
営業利益率 

  円 銭 円 銭 ％ ％ ％ 

30年３月期 212.56 － 14.2 8.5 7.8 

29年３月期 149.46 － 10.9 7.7 7.9 
 
（参考）持分法投資損益 30年３月期 992 百万円   29年３月期 780 百万円 
 
（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

30年３月期 166,493 85,280 47.2 1,602.88 

29年３月期 160,658 74,484 42.2 1,387.72 
 
（参考）自己資本 30年３月期 78,542 百万円   29年３月期 67,815 百万円 
 
（３）連結キャッシュ・フローの状況 

 
営業活動による 

キャッシュ・フロー 
投資活動による 

キャッシュ・フロー 
財務活動による 

キャッシュ・フロー 
現金及び現金同等物 

期末残高 

  百万円 百万円 百万円 百万円 

30年３月期 11,814 △8,566 △2,746 20,422 

29年３月期 16,058 △11,248 △2,728 19,799 
 
２．配当の状況 

  
年間配当金 配当金総額 

(合計) 
配当性向 
（連結） 

純資産配当率 
（連結） 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％ 

29年３月期 － 20.00 － 25.00 45.00 2,208 30.1 3.3 

30年３月期 － 20.00 － 30.00 50.00 2,454 23.5 3.3 

31年３月期（予想） － 25.00 － 25.00 50.00   28.2  

 
 
３．平成31年３月期の連結業績予想（平成30年４月１日～平成31年３月31日） 

  （％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計） 78,200 6.5 6,000 10.5 7,000 △0.6 4,200 7.2 85.71 

通期 160,000 6.1 13,000 10.8 14,700 5.9 8,700 △16.4 177.55 

 



※  注記事項 

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無    

 
（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更： 無    
 

②  ①以外の会計方針の変更              ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                ： 無    
 

④  修正再表示                          ： 無    
 
（３）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年３月期 49,757,821 株 29年３月期 49,757,821 株 

②  期末自己株式数 30年３月期 756,982 株 29年３月期 889,678 株 

③  期中平均株式数 30年３月期 48,935,518 株 29年３月期 48,780,285 株 

 

（参考）個別業績の概要 

１．平成30年３月期の個別業績（平成29年４月１日～平成30年３月31日） 

（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率） 
 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

30年３月期 101,993 1.1 1,424 △28.2 6,312 46.5 5,861 54.6 

29年３月期 100,872 2.2 1,982 △61.5 4,308 △49.4 3,791 △49.5 

 

 
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

  円 銭 円 銭 

30年３月期 119.78 － 

29年３月期 77.73 － 

 
（２）個別財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

30年３月期 124,415 53,567 43.1 1,093.21 

29年３月期 124,606 49,556 39.8 1,014.09 
 
（参考）自己資本 30年３月期 53,567 百万円   29年３月期 49,556 百万円 
 
 
※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です 
 
※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想に関する事項は、添付資料Ｐ.２「１.経営成績等の概況

（１）経営成績に関する分析」をご覧下さい。 
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１．経営成績等の概況

(1）経営成績に関する分析

① 当期の経営成績

当連結会計年度における世界経済情勢は、米国では、堅調な個人消費を背景に拡大基調が続き、欧州においても

ドイツを中心にほぼ全域で景気は上向いて推移しました。中国では、引き続き過剰設備削減をはじめ構造調整を要

する状況にありますが、民間消費の増大により安定的な経済成長が持続し、東南アジア、インドにおいても緩やか

な成長が維持されました。一方、年度後半になって、東アジアの地政学リスクや、米国での保護主義的政策への傾

斜で金融市場が混乱するなど不透明感が増す状況も生まれました。 

一方、日本経済においては緩和的な金融政策を背景に企業業績が緩やかに上向き、実体経済にも徐々に回復の兆

しが見える状況となりました。しかし、足元で東アジア情勢、保護主義への警戒から円高が進行し、今後の推移次

第では企業業績への影響が想定される状況となりました。 

このような経済環境のもと、当社事業においては、自動車・建設機械業界向け事業及び一般産業機械業界向け事

業は堅調に推移し、舶用業界向け事業にも緩やかに市況の回復が見られました。 

その結果、当連結会計年度の売上高は1,508億15百万円（前期比7.3％増）、営業利益は117億32百万円（前期比

5.5％増）、経常利益は138億83百万円（前期比14.1％増）、親会社株主に帰属する当期純利益は104億１百万円

（前期比42.7％増）となりました。

 

セグメント別の事業状況は次のとおりであります。

［自動車・建設機械業界向け事業］

当事業は、自動車向け製品の販売が国内及び、中国・欧州・米国市場もほぼ堅調に推移するとともに、建設機械

市場も好調であり、当セグメントの売上高は991億69百万円（前期比9.7％増）となりました。営業利益は66億14百

万円（前期比10.8％減）となりました。 

［一般産業機械業界向け事業］

当事業は、原油価格の安定を受け、プラント向け製品の販売が国内・インド・東南アジア共に堅調に推移したこ

とから、当セグメントの売上高は357億33百万円（前期比12.6％増）、営業利益は40億56百万円（前期比22.7％

増）となりました。 

［舶用業界向け事業］

当事業は、新造船需要は底打ちの気配がみられるものの低調に推移した一方、修繕需要が欧州、東南アジア地域

で回復傾向にあり、当セグメントの売上高は104億54百万円（前期比1.3％減）となりました。営業利益は10億30百

万円（前期比207.8％増）となりました。 

［航空宇宙業界向け事業］ 

当事業は、前期に含めていた光工学業界向け事業の撤退に伴う販売減により、当セグメントの売上高は54億58百

万円（前期比30.4％減）、営業利益は26百万円（前期比62.6％減）となりました。 

 

② 次期の見通し

セグメント別の見通しにつきましては、自動車・建設機械業界向け事業は引き続きグローバル生産台数の堅調な

伸びが見込まれ、米国・中国及び欧州での販売増を見込んでおります。 

一般産業機械業界向け事業は、アジアパシフィック・インド・日本で堅調に推移すると見込まれ、販売の伸びを

見込んでおります。 

舶用業界向け事業は、新造船需要が本格的回復には至らないものの底を打ち、修繕需要は徐々に回復することが

見込まれ、製品の販売は微増となる見通しです。 

航空宇宙業界向け事業は、拡大が見込まれる民間航空機向けエンジンシールなどに注力し、販売増を見込んでお

ります。 

次期の連結業績予想としましては、売上高1,600億円（前期比6.1％増）、営業利益130億円（前期比10.8％

増）、経常利益147億円（前期比5.9％増）、親会社株主に帰属する当期純利益87億円（前期比16.4％減）を見込ん

でおります。 

(2）財政状態に関する分析 

①資産、負債、純資産の状況

当連結会計年度末の資産は1,664億93百万円（前期比3.6％増）となりました。これは主に有形固定資産が49億62百

万円、商品及び製品が12億76百万円、電子記録債権が10億95百万円増加した一方、現金及び預金が９億52百万円、投

資有価証券が９億14百万円減少したことによるものであります。

負債は812億12百万円（前期比5.8％減）となりました。これは主に電子記録債務が53億90百万円、未払金が８億80

百万円減少した一方、買掛金が12億円増加したことによるものであります。

純資産は852億80百万円（前期比14.5％増）となりました。これは主に利益剰余金が81億92百万円、為替換算調整

勘定が17億55百万円、退職給付に係る調整累計額が４億21百万円増加したことによるものであります。
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②キャッシュ・フローの状況

当連結会計年度末における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は204億22百万円となり、

前連結会計年度末対比６億22百万円の増加となりました。

各キャッシュ・フローの状況と主な要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は118億14百万円（前期比26.4％減）となりました。これは主に税金等調整前当期純

利益160億46百万円、減価償却費83億36百万円を計上した一方、仕入債務が48億73百万円減少したこと及び法人税等

の支払により41億68百万円支出したことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は85億66百万円（前期比23.8％減）となりました。これは主に有形固定資産の取得に

より134億88百万円支出した一方、投資有価証券の売却により42億27百万円獲得したことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は27億46百万円（前期比0.7％増）となりました。これは主に長期借入れにより120億

12百万円獲得した一方、長期借入金の返済により119億35百万円、配当金の支払により30億86百万円支出したことに

よるものであります。

 

なお、キャッシュ・フロー指標のトレンドは以下のとおりであります。

 

  平成26年３月期 平成27年３月期 平成28年３月期 平成29年３月期 平成30年３月期

自己資本比率（％） 39.0 42.2 42.3 42.2 47.2

時価ベースの自己資本比率

（％）
53.8 75.1 46.6 46.0 54.9 

キャッシュ・フロー対有利子

負債比率（年）
2.3 2.7 2.1 2.4 3.3

インタレスト・カバレッジ・

レシオ（倍）
24.0 22.4 37.2 34.6 25.2

自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利息支払額

（注）１．いずれの指標も連結ベースの財務数値により算出しております。

２．株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式総数（自己株式控除後）により算出しております。

３．キャッシュ・フローは営業キャッシュ・フローを使用しております。

４．有利子負債は貸借対照表に計上されている負債のうち、利子を支払っているすべての負債を対象としてお

ります。

 

(3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

利益の配分につきましては、配当と企業体質強化のための内部留保とのバランスをとり、長期的かつ安定して株

主各位へ報いることが基本であると考えております。内部留保金につきましては、事業成長を長期的に維持する為

に新製品開発及び設備投資に充てさせて頂きたいと存じます。

当期の１株当たり配当金は、中間配当20円（既に実施済み）・期末配当30円、年間で50円を予定しております。

また、次期の配当金につきましては、１株当たり50円（中間25円、期末25円）とすることを予定しております。

 

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、現在は、日本基準で連結財務

諸表を作成しておりますが、ＩＦＲＳの適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針

であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成30年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 22,663 21,710 

受取手形及び売掛金 28,815 29,009 

電子記録債権 3,725 4,821 

商品及び製品 5,124 6,401 

仕掛品 7,092 7,801 

原材料及び貯蔵品 5,584 5,626 

未収入金 2,270 2,914 

繰延税金資産 1,681 1,792 

その他 4,156 3,535 

貸倒引当金 △90 △111 

流動資産合計 81,024 83,502 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 35,889 38,361 

減価償却累計額 △15,917 △17,363 

建物及び構築物（純額） 19,971 20,998 

機械装置及び運搬具 63,745 68,988 

減価償却累計額 △43,734 △47,242 

機械装置及び運搬具（純額） 20,010 21,746 

工具、器具及び備品 11,040 11,922 

減価償却累計額 △8,085 △8,711 

工具、器具及び備品（純額） 2,955 3,210 

土地 5,981 6,334 

リース資産 610 631 

減価償却累計額 △375 △322 

リース資産（純額） 235 309 

建設仮勘定 3,848 5,365 

有形固定資産合計 53,002 57,964 

無形固定資産    

のれん 3,622 3,287 

その他 3,525 3,304 

無形固定資産合計 7,148 6,592 

投資その他の資産    

投資有価証券 13,613 12,698 

長期貸付金 1,199 1,024 

繰延税金資産 3,414 3,076 

その他 1,528 1,737 

貸倒引当金 △272 △103 

投資その他の資産合計 19,483 18,433 

固定資産合計 79,633 82,990 

資産合計 160,658 166,493 
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    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成30年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 8,022 9,222 

電子記録債務 8,912 3,521 

短期借入金 2,272 2,452 

1年内返済予定の長期借入金 11,006 11,271 

未払金 3,608 2,728 

リース債務 80 95 

未払法人税等 2,185 2,402 

従業員預り金 3,386 3,524 

賞与引当金 2,345 2,432 

債務保証損失引当金 － 101 

その他の引当金 51 6 

その他 5,168 4,491 

流動負債合計 47,042 42,250 

固定負債    

長期借入金 21,544 21,411 

リース債務 164 212 

退職給付に係る負債 15,997 15,964 

役員退職慰労引当金 25 15 

環境対策引当金 297 307 

債務保証損失引当金 99 － 

負ののれん 142 125 

その他 860 925 

固定負債合計 39,131 38,961 

負債合計 86,173 81,212 

純資産の部    

株主資本    

資本金 10,490 10,490 

資本剰余金 11,395 11,393 

利益剰余金 54,182 62,375 

自己株式 △650 △390 

株主資本合計 75,418 83,869 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 451 550 

為替換算調整勘定 △2,871 △1,116 

退職給付に係る調整累計額 △5,183 △4,761 

その他の包括利益累計額合計 △7,603 △5,327 

非支配株主持分 6,669 6,738 

純資産合計 74,484 85,280 

負債純資産合計 160,658 166,493 
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成28年４月１日 
 至 平成29年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成30年３月31日) 

売上高 140,594 150,815 

売上原価 105,160 114,214 

売上総利益 35,433 36,601 

販売費及び一般管理費 24,312 24,869 

営業利益 11,120 11,732 

営業外収益    

受取利息 461 244 

受取配当金 39 24 

受取賃貸料 120 128 

持分法による投資利益 780 992 

為替差益 － 350 

その他 851 1,010 

営業外収益合計 2,252 2,750 

営業外費用    

支払利息 465 408 

寄付金 8 5 

為替差損 417 － 

その他 317 185 

営業外費用合計 1,209 598 

経常利益 12,163 13,883 

特別利益    

固定資産売却益 60 39 

投資有価証券売却益 22 61 

関係会社株式売却益 － 2,204 

特別利益合計 83 2,305 

特別損失    

固定資産売却損 16 34 

固定資産除却損 124 97 

債務保証損失引当金繰入額 99 2 

その他 18 8 

特別損失合計 258 142 

税金等調整前当期純利益 11,988 16,046 

法人税、住民税及び事業税 4,085 4,380 

法人税等調整額 △197 55 

法人税等合計 3,887 4,436 

当期純利益 8,101 11,609 

非支配株主に帰属する当期純利益 810 1,208 

親会社株主に帰属する当期純利益 7,290 10,401 
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（連結包括利益計算書）

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(自 平成28年４月１日 
 至 平成29年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成30年３月31日) 

当期純利益 8,101 11,609 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 74 98 

為替換算調整勘定 △1,251 875 

退職給付に係る調整額 △768 371 

持分法適用会社に対する持分相当額 △1,148 705 

その他の包括利益合計 △3,094 2,051 

包括利益 5,006 13,661 

（内訳）    

親会社株主に係る包括利益 4,166 12,677 

非支配株主に係る包括利益 840 983 

 

- 7 -

イーグル工業株式会社（6486）平成30年３月期　決算短信



（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日）

        (単位：百万円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 10,490 11,474 48,951 △998 69,918 

当期変動額           

剰余金の配当     △2,208   △2,208 

親会社株主に帰属する 
当期純利益     7,290   7,290 

連結範囲の変動     △29   △29 

持分法の適用範囲の変動     179   179 

自己株式の取得       △1 △1 

自己株式の処分       349 349 

非支配株主との取引に係る 
親会社の持分変動   △79     △79 

株主資本以外の項目の 
当期変動額（純額）           

当期変動額合計 － △79 5,231 348 5,500 

当期末残高 10,490 11,395 54,182 △650 75,418 

 

             

  その他の包括利益累計額 

非支配株主持分 純資産合計 
  

その他有価証券
評価差額金 

為替換算調整勘
定 

退職給付に係る 
調整累計額 

その他の包括利
益累計額合計 

当期首残高 377 △479 △4,377 △4,478 6,963 72,402 

当期変動額             

剰余金の配当           △2,208 

親会社株主に帰属する 
当期純利益           7,290 

連結範囲の変動           △29 

持分法の適用範囲の変動           179 

自己株式の取得           △1 

自己株式の処分           349 

非支配株主との取引に係る 
親会社の持分変動           △79 

株主資本以外の項目の 
当期変動額（純額） 

74 △2,392 △806 △3,124 △293 △3,418 

当期変動額合計 74 △2,392 △806 △3,124 △293 2,082 

当期末残高 451 △2,871 △5,183 △7,603 6,669 74,484 
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当連結会計年度（自 平成29年４月１日 至 平成30年３月31日）

        (単位：百万円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 10,490 11,395 54,182 △650 75,418 

当期変動額           

剰余金の配当     △2,208   △2,208 

親会社株主に帰属する 
当期純利益     10,401   10,401 

連結範囲の変動         － 

持分法の適用範囲の変動         － 

自己株式の取得       △2 △2 

自己株式の処分       262 262 

非支配株主との取引に係る 
親会社の持分変動   △1     △1 

株主資本以外の項目の 
当期変動額（純額）           

当期変動額合計 － △1 8,192 259 8,451 

当期末残高 10,490 11,393 62,375 △390 83,869 

 

             

  その他の包括利益累計額 

非支配株主持分 純資産合計 
  

その他有価証券
評価差額金 

為替換算調整勘
定 

退職給付に係る 
調整累計額 

その他の包括利
益累計額合計 

当期首残高 451 △2,871 △5,183 △7,603 6,669 74,484 

当期変動額             

剰余金の配当           △2,208 

親会社株主に帰属する 
当期純利益           10,401 

連結範囲の変動           － 

持分法の適用範囲の変動           － 

自己株式の取得           △2 

自己株式の処分           262 

非支配株主との取引に係る 
親会社の持分変動           △1 

株主資本以外の項目の 
当期変動額（純額） 

98 1,755 421 2,275 68 2,344 

当期変動額合計 98 1,755 421 2,275 68 10,795 

当期末残高 550 △1,116 △4,761 △5,327 6,738 85,280 
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成28年４月１日 
 至 平成29年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成30年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前当期純利益 11,988 16,046 

減価償却費 7,252 8,336 

持分法による投資損益（△は益） △780 △992 

のれん償却額 564 518 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 5 △147 

賞与引当金の増減額（△は減少） 74 77 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △9 △10 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 160 607 

受取利息及び受取配当金 △500 △269 

支払利息 465 408 

有形固定資産除売却損益（△は益） 79 92 

投資有価証券売却損益（△は益） △22 △61 

関係会社株式売却損益（△は益） － △2,204 

売上債権の増減額（△は増加） △821 △441 

たな卸資産の増減額（△は増加） △183 △1,896 

その他の資産の増減額（△は増加） △838 △281 

仕入債務の増減額（△は減少） 1,301 △4,873 

その他の負債の増減額（△は減少） 425 △338 

その他 837 △294 

小計 19,998 14,276 

利息及び配当金の受取額 507 2,175 

利息の支払額 △464 △468 

法人税等の支払額 △3,982 △4,168 

営業活動によるキャッシュ・フロー 16,058 11,814 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △11,178 △13,488 

有形固定資産の売却による収入 218 469 

無形固定資産の取得による支出 △1,416 △952 

投資有価証券の取得による支出 △6 △550 

投資有価証券の売却による収入 1,143 4,227 

定期預金の預入による支出 △867 △60 

定期預金の払戻による収入 580 1,695 

その他 276 92 

投資活動によるキャッシュ・フロー △11,248 △8,566 
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    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成28年４月１日 
 至 平成29年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成30年３月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入れによる収入 867 652 

短期借入金の返済による支出 △1,474 △514 

長期借入れによる収入 11,868 12,012 

長期借入金の返済による支出 △10,679 △11,935 

自己株式の売却による収入 256 259 

自己株式の取得による支出 △1 △2 

配当金の支払額 △2,208 △2,208 

非支配株主への配当金の支払額 △932 △877 

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得に

よる支出 
△342 △39 

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △80 △92 

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,728 △2,746 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △472 121 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,608 622 

現金及び現金同等物の期首残高 18,069 19,799 

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 121 － 

現金及び現金同等物の期末残高 19,799 20,422 
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

セグメント情報

１．報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位で分離された財務情報が入手可能であり、取締役

会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。

当社では製品が使用される業界別に事業分野を設定し、「自動車・建設機械業界向け事業」、「一般産業機械

業界向け事業」、「舶用業界向け事業」、「航空宇宙業界向け事業」の４つを報告セグメントとしております。

なお、当連結会計年度より光工学業界向け事業から撤退したことに伴い、報告セグメントの名称を「航空宇

宙・光工学業界向け事業」から「航空宇宙業界向け事業」へ変更しております。

 

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表を作成するために採用される会計方針に準

拠した方法であります。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。

 

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

Ⅰ 前連結会計年度（自平成28年４月１日  至平成29年３月31日）

            （単位：百万円） 

 

自動車・建

設機械業界

向け事業 

一般産業 

機械業界 

向け事業 

舶用業界

向け事業 

航空宇

宙・光工

学業界向

け事業 

合計 
調整又は

全社 

連結財務諸 

表計上額 

売上高              

外部顧客への売上高 90,422 31,729 10,594 7,847 140,594 － 140,594 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
161 83 13 － 259 △259 － 

計 90,584 31,813 10,608 7,847 140,853 △259 140,594 

セグメント利益 7,418 3,305 334 71 11,130 △9 11,120 

セグメント資産 75,585 45,188 14,906 6,273 141,953 18,704 160,658 

その他の項目              

減価償却費 4,748 1,449 472 160 6,831 421 7,252 

有形固定資産及び無形固定資

産の増加額 
8,412 2,539 378 204 11,535 1,288 12,824 

報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項） 

(1) セグメント利益の調整額△9百万円は、セグメント間取引消去△9百万円であります。

(2) セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

(3) セグメント資産のうち、調整又は全社の項目に含めた全社資産の金額は343億82百万円であり、その

主なものは、当社の現金及び預金、電子記録債権、受取手形及び繰延税金資産であります。

(4) その他の項目の減価償却費と有形固定資産及び無形固定資産の増加額のうち、調整又は全社の項目に

含めた全社の金額は、主に当社のソフトウエアであります。
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Ⅱ 当連結会計年度（自平成29年４月１日  至平成30年３月31日）

            （単位：百万円） 

 

自動車・建

設機械業界

向け事業 

一般産業 

機械業界 

向け事業 

舶用業界

向け事業 

航空宇宙

業界向け

事業 

合計 
調整又は

全社 

連結財務諸 

表計上額 

売上高              

外部顧客への売上高 99,169 35,733 10,454 5,458 150,815 － 150,815 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
236 86 11 － 335 △335 － 

計 99,406 35,819 10,466 5,458 151,150 △335 150,815 

セグメント利益 6,614 4,056 1,030 26 11,728 3 11,732 

セグメント資産 82,904 45,221 16,555 9,778 154,459 12,033 166,493 

その他の項目              

減価償却費 5,644 1,670 505 113 7,934 401 8,336 

有形固定資産及び無形固定資

産の増加額 
10,285 2,087 203 115 12,692 729 13,422 

報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項） 

(1) セグメント利益の調整額３百万円は、セグメント間取引消去３百万円であります。

(2) セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

(3) セグメント資産のうち、調整又は全社の項目に含めた全社資産の金額は170億10百万円であり、その

主なものは、当社の現金及び預金、受取手形、ソフトウエア及び繰延税金資産であります。

(4) その他の項目の減価償却費と有形固定資産及び無形固定資産の増加額のうち、調整又は全社の項目に

含めた全社の金額は、主に当社のソフトウエアであります。
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（１株当たり情報）

前連結会計年度
（自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日）

当連結会計年度
（自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日）

 
１株当たり純資産額 1,387.72円

１株当たり当期純利益金額 149.46円
 

 
１株当たり純資産額 1,602.88円

１株当たり当期純利益金額 212.56円
 

なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

（注）１．従業員持株ＥＳＯＰ信託口が保有する当社株式を「１株当たり純資産額」の算定上、期末発行済株式総数か

ら控除する自己株式に含めております（前連結会計年度219千株、当連結会計年度85千株）。

また、「１株当たり当期純利益金額」の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めて

おります（前連結会計年度307千株、当連結会計年度151千株）。

２．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前連結会計年度

(自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日)

親会社株主に帰属する 

当期純利益（百万円）
7,290 10,401

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する 

当期純利益（百万円）
7,290 10,401

期中平均株式数（株） 48,780,285 48,935,518

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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